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〜もしもに備えて…〜

これは、2022年に投稿され話題となった
警視庁警備部災害対策課の公式Ｘ(旧Twitter)です。

いつどこで起きるか分からない災害に対して、日頃から
防災グッズを備えておきたいところです。
でも、いざとなると何をそろえればいいか困ることも。
警視庁警備部災害対策課はＸで、防災グッズなどをウオ
ーターボトルに入れた「防災ボトル」を紹介したところ
大きな反響を呼びました。

そして、なぜこのタイミングなのかというと、
雪がちらつくようになり、いよいよ冬本番。近年の異常
気象で記録的な大雪に見舞われ、毎年のように起こる長
時間の「車の立往生」
雪の多い信州に暮らす私たちも例外ではないと感じま
す。
思いがけずそんな状況に直面した時に、少しの安心と気
持ちの余裕が持てるよう、防災ボトルを車に常備してお
くことをオススメします。

1. ウオーターボトル
2. ホイッスル
3. 圧縮タオル
4. エチケット袋
5. ミニライト
6. ビニール袋

7. 常備薬
8. ばんそうこう
9. アルコール消毒綿
10.ようかん
11.現金

ここでオススメしているのは…

Vol.2

入れるものはそれぞれの状況に応じてアレンジしてみても。
今回は冬の車内の想定なので、アルミブランケット、カイロ、携帯トイレ、生理用ナプキン、
使い捨てマスク、チョコや飴などもいいかもですね。
あとは別で水分も車に入れておくといいですね。

100均アイテムだけで手軽にできるので、もしもの時に備えて防災ボトル作ってみてください。
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